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論文概要
ACTN3遺伝子 R577X多型は筋力やパワーと関連性について多くの研究報告がされている遺伝子多型であり

（Kikuchi et al. 2015；Garton and North 2016），関節可動域との関連性についても複数の先行研究によって検討さ
れている（Kikuchi et al. 2017；Miyamoto et al. 2018）。本研究ではACTN3遺伝子R577X多型と関節可動域との関
連性について，システマティックレビューおよびメタ分析を行うことを目的とした。2022年の 4月 14日までの論
文を検索サイト PubMedを用いて検索した。論文の包含基準は，（1）英語で出版されていること，（2）人を対象
としていること，（3）関節可動域の測定を行っていること，（4）ACTN3遺伝子R577X多型の解析を行っているこ
ととした。7本の論文が本研究の包含基準を満たし，総対象者数は 2908名であった。メタ分析の結果，XX+RX型
は RR型と比較して関節可動域が大きく（p<0.001，図 1），さらに XX>RX>RRの順で相加的に大きい値を示した
（p=0.029）。これらの関連性について，性別や年齢による影響は認められなかった。本研究によって，ACTN3遺伝
子R577X多型が関節可動域に影響することが明らかとなった。
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図 1　ACTN3遺伝子R577X多型と関節可動域との関連性のフォレストプロット（RR vs XX+RX）


